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所信表明

　自治行政は、今、まさ
に変革の時代にありま
す。わが国の社会、経
済は、大きな変化、い
わゆる構造改革を求め
られています。
 このような中、本市財
政の体力を回復させ、
財政力の強化を図り、

この変革の潮流に的確に対応できる自治体経営を目
指すために、私は公約の枢要な柱に「健全財政の確
立」を掲げ、最優先の政策課題として捉えています。
　本年度におきましても、この厳しい状況を踏まえなが
ら、本市の総合計画に掲げる将来都市像 ｢輝き ふれ
あい 安らぎの都

ま ち

市 かすが｣の実現に向けて、市政運
営を進めてまいります。

春日市長　井上 澄和

６
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、

井
上
澄
和
市
長
は
、

公
約
で
あ
る「
春
日
市
の
将
来
を
見
つ
め
た
責
任
あ
る
政
治
」の

10
本
の
柱
に
沿
っ
て
、

今
期
４
年
間
の
市
政
運
営
に
関
す
る
抱
負
と
方
向
性
に
つ
い
て
、

所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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民
間
委
託
や
指
定
管
理
者
制
度
、市

場
化
テ
ス
ト
な
ど
の
推
進
に
向
け
た
検

討
を
行
い
、市
民
と
協
働
で
き
る
体
制

の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

事
務
事
業
に
つ
い
て
体
系
的
な
整
理

を
行
い
、行
政
評
価
に
よ
る
事
業
の
見

直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
聖
域
を
設
け
る
こ

と
な
く
、全
事
務
事
業
に
つ
い
て
事
業

評
価
や
事
業
効
果
の
見
極
め
を
行
い
、

コ
ス
ト
面
か
ら
の
徹
底
し
た
事
業
の
見

　

平
成
20
年
４
月
に
、法
律
改
正
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
通
院
に
お
け
る

初
診
料
・
往
診
料
を
除
い
た
自
己
負
担

相
当
額
の
助
成
対
象
を
、「
４
歳
未
満
」

か
ら「
５
歳
未
満
」
ま
で
の
、１
歳
拡
大

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

上
白
水
地
区
に
建
設
予
定
の「
西
地

区
児
童
セ
ン
タ
ー
」に
つ
い
て
は
、平
成

18
年
度
に
設
計
業
務
を
完
了
し
ま
し

た
。平
成
20
年
度
末
の
完
成
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

保
育
所
施
設
の
整
備
を
計
画
的
に

進
め
な
が
ら
、待
機
児
童
の
解
消
に
も

努
め
、安
全
で
ゆ
と
り
の
あ
る
保
育
環

境
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、保
育
内
容
の
充
実
に
つ
い
て

は
、子
育
て
の
専
門
機
関
と
し
て
の
多

機
能
化
を
図
り
、安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

利
用
者
の
増
加
に
よ
る
ク
ラ
ブ
舎
の

増
設
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

学
校
校
舎
な
ど
の
施
設
の
有
効
的

利
用
を
含
め
、あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
の

対
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

直
し
を
継
続
さ
せ
な
が
ら
、健
全
財

政
を
堅
持
し
ま
す
。

　

ま
た
、で
き
る
限
り
市
債
の
発
行

を
抑
制
し
、同
時
に
繰
上
償
還
な
ど

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

民
間
委
託
な
ど
に
よ
る

行
財
政
改
革
の
推
進

事
務
事
業
の
整
理
、
合
理
化

市
債
残
高
、行
政
コ
ス
ト
の

確
実
な
縮
減

保
育
所
施
設
の
整
備
、

保
育
内
容
の
充
実

学
童
保
育
施
設
の
整
備

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
充

西
地
区
児
童
セ
ン
タ
ー
の
設
置

健
全
財
政
の
堅
持

子
育
て
支
援
の
充
実
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公
民
館
未
整
備
地
区
を
解
消
す
る
た

め
、
平
成
20
年
度
中
に
塚
原
台
地
区
に

新
し
く
公
民
館
を
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
既
設
地
区
公
民
館
な
ど
に
つ

い
て
は
、
ト
イ
レ
の
改
善
や
老
朽
施
設

の
改
良
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

自
治
会
や
各
種
市
民
活
動
団
体
な
ど

と
の
連
携
・
協
力
を
深
め
な
が
ら
、
市

民
の
自
主
的
な
公
益
活
動
の
活
性
化
に

向
け
た
支
援
に
努
め
、
特
色
の
あ
る
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

春
日
市
商
工
会
と
の
協
力
・
連
携
体

な
生
活
上
の
問
題
な
ど
の
解
決
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、新
た
な
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
整
備
を
進
め
、地
域
の
実
状
に
合

わ
せ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

自
立
支
援
給
付
や
地
域
生
活
支
援
事

業
を
積
極
的
に
推
進
し
、「
障
害
の
あ

る
人
々
が
、地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

　

地
域
福
祉
の
基
盤
づ
く
り
の
た
め
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
体
制
の
さ
ら

な
る
強
化
と
、高
齢
者
な
ど
の
個
人
情

報
適
正
利
用
の
指
針
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
福
祉
エ
リ
ア
ご
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
春
日
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
地
域
福
祉
活
動
計
画
の

具
体
的
な
展
開
に
も
連
携
し
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

機
能
を
強
化
し
、高
齢
者
の
さ
ま
ざ
ま

制
を
一
層
深
め
、事
業
資
金
融
資
制
度

や「
特
産
品
づ
く
り
」
事
業
な
ど
を
通

じ
て
、地
元
商
工
業
の
振
興
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
農
家
や
市
民
と
の
協
働
に
よ

る
農
地
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

公
民
館
未
整
備
地
区
の
解
消
と

公
民
館
施
設
整
備

特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の

地
域
活
動
支
援
体
制
の
整
備

地
元
商
工
業
の
振
興
、

農
業
環
境
の
整
備

地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

障
害
者
の
生
活
支
援

介
護
保
険
制
度
の
充
実

K A S U G A         C I T YK A S U G A         C I T Y�



　

平
成
20
年
４
月
か
ら
、特
定
の
学
年

を
対
象
に
、
全
小
学
校
に「
30
人
学
級
」

導
入
に
向
け
て
、検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、小
学
校
英
語
活
動
に
つ
い
て

は
、英
語
活
動
指
導
員
の
配
置
を
、全
学

校
に
拡
大
し
、本
格
展
開
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

家
庭
教
育
力
の
充
実
の
た
め
、「
子
育

て
講
座
」「
家
庭
教
育
学
級
」「
子
育
て

ア
ッ
プ
」チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
は
、子
ど
も
た
ち
の
体

験
学
習
の
場
と
し
て
、「
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス

広
場
づ
く
り
事
業
」を
拡
充
し
、子
ど
も

の
生
き
る
力
を
育
む
教
育
環
境
を
整
備

に
対
す
る
取
り
組
み
へ
の
支
援
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、「
地
域
安
全
市
民
の
つ
ど
い
」

の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、地
域
住
民
や

警
察
な
ど
の
関
係
者
と
の
協
力
・
連
携

を
深
め
、誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
春
日
市
地
域
防
災
計
画
」
を
見
直

し
、市
民
一
人
一
人
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
、市
民
の
防

災
意
識
向
上
の
た
め
の
啓
発
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
の
体
制
づ
く
り
の
充
実

を
支
援
し
、
地
域
内
の
高
齢
者
な
ど
、

災
害
時
に
援
護
が
必
要
な
人
へ
の
対
応

に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

主
要
幹
線
の
慢
性
的
交
通
渋
滞
の
早

期
解
消
に
向
け
、よ
り
一
層
の
整
備
促

進
に
努
め
ま
す
。

　

市
民
の
生
活
に
直
結
す
る
生
活
道
路

や
、学
童
の
安
全
・
安
心
の
要
で
あ
る
通

学
路
の
歩
道
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、雨
水
排
水
と
し
て
の
側
溝
整

備
を
、
年
次
計
画
に
従
っ
て
順
次
行
っ

て
い
き
、快
適
な
環
境
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

　
「
つ
い
で
隊
」や「
総
合
情
報
メ
ー
ル
」

事
業
の
拡
充
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
、「
防
犯
教
室
」を
行
う
な
ど
、防
犯

し
ま
す
。

　
「
地
域
運
営
学
校
」の
指
定
を
拡
大
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、家
庭
や
地
域
と
の
連
携
強
化

を
最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
、学
校
評

議
員
と
の
連
携
や
教
育
モ
ニ
タ
ー
の
活

用
、学
校
公
開
週
間
の
設
定
な
ど
、意
識

的
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。　

　

地
域
開
放
や
防
災
の
拠
点
と
し
て
の

屋
内
運
動
場
、図
書
室
な
ど
の
特
別
教

室
の
計
画
的
な
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

少
人
数
学
級
実
現
と

英
語
教
育
の
支
援

家
庭
教
育
の
充
実

地
域
運
営
学
校
な
ど

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
支
援

市
内
主
要
幹
線
道
路
の

計
画
的
整
備

地
域
防
災
組
織
体
制
の
強
化

学
校
体
育
館
、特
別
教
室
等
の

計
画
的
整
備

防
犯
、防
災
対
策
の
充
実

生
活
道
路
、通
学
路
の

歩
道
・
側
溝
整
備
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「
春
日
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」

と「
春
日
市
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す

る
条
例
」に
基
づ
き
、男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

市
民
や
地
域
と
連
携
し
、「
春
日
市
人

権
を
尊
ぶ
ま
ち
づ
く
り
条
例
」や「
人
権

教
育
及
び
人
権
啓
発
推
進
春
日
市
実
施

計
画
」に
基
づ
き
、今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
研
修
や
講
座
な
ど
を
開
催
し
ま

す
。

　

そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
を
尊
重

す
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
う
、

子
育
て
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
の

体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、「
春
日
市
児
童
虐
待
防
止
連

絡
会（
カ
ン
ガ
ネ
ッ
ト
か
す
が
）」に

よ
る
、児
童
虐
待
の
発
生
予
防
や
早

期
発
見
、緊
急
対
応
な
ど
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
拡
充
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

建
築
後
34
年
が
経
過
し
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
」の
建
て
替
え
に
向
け
、計
画
的
に

基
金
の
積
み
立
て
を
行
い
、財
源
確
保

に
努
め
ま
す
。

　

地
域
で
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

め
る
環
境
の
整
備
や
、指
導
者
の
育
成

を
図
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、体
育
指
導
委
員
に
よ

る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の「
出
前
講

座
」を
推
進
し
ま
す
。

　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
や
地
区
公
民
館

で
、「
運
動
器
の
機
能
向
上
事
業
」や「
栄

養
改
善
事
業
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」
な
ど
の
居
場
所
づ
く
り
や
、緊
急

時
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
、高

齢
者
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
体
育
館
の
計
画
的
整
備

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
支
援

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の

活
動
推
進

K A S U G A         C I T YK A S U G A         C I T Y�



　

電
動
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
補
助

や
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
使
っ

た
生
ご
み
減
量
た
い
肥
化
の
講
習
会
な

ど
を
行
い
、
今
後
も
生
ご
み
減
量
の
促

進
に
向
け
た
啓
発
普
及
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、古
紙
回
収
登
録
団
体
に
、古
紙

回
収
倉
庫
の
設
置
を
補
助
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
市
民
が
古
紙
を
資
源
と

し
て
出
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い

き
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
資
源
と
し
て
の
再
使
用
・

再
生
利
用
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、近
隣
市
町
と
も
連
携
し
て

が
、「
地
方
自
治
の
原
点
」と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
対
話
の
場
を
広
げ
て
い
き

ま
す
。

　
「
春
日
市
情
報
基
本
条
例
」
に
基
づ

き
、
個
人
情
報
の
保
護
に
配
慮
し
な
が

ら
、
広
報
紙
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

を
通
し
て
、市
の
財
政
状
況
や
各
種
計

画
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
積
極
的

に
提
供
し
、市
民
と
と
も
に
創
る
開
か

れ
た
市
政
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
政
に
対
す
る
市
民
の
信
頼
に
応

え
、公
正
で
開
か
れ
た
民
主
的
な
市
政

と
す
る
た
め
、政
治
倫
理
の
一
層
の
確

立
・
推
進
を
図
り
、「
政
治
倫
理
条
例
」の

見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

平
成
13
年
度
か
ら
始
め
た「
出
前

ト
ー
ク『
市
長
と
語
る
』」や
、
平
成
16

年
度
に
設
置
し
た「
か
す
が
市
民
懇
話

会
」な
ど
、常
に
市
民
の
声
を
聞
き
、春

日
市
政
に
つ
い
て
も
対
話
す
る
場
を
設

け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
形
こ
そ

広
域
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
廃
棄
物
の
発
生
抑
制（
リ

デ
ュ
ー
ス
）、
再
使
用（
リ
ユ
ー
ス
）、

再
生
利
用（
リ
サ
イ
ク
ル
）、い
わ
ゆ

る
３

ス
リ
ー
ア
ー
ル
Ｒ
を
合
言
葉
に
、ご
み
減
量
や

適
正
処
理
を
進
め
、資
源
循
環
型
社

会
の
創
造
に
努
め
ま
す
。

生
ご
み
の
減
量
、
紙
・
不
燃
物

の
資
源
分
別
回
収
の
促
進

「
も
っ
た
い
な
い
」を
合
言
葉

に
し
た
資
源
再
利
用
の
促
進

「
出
前
ト
ー
ク
」や「
市
民

懇
話
会
」な
ど
を
活
用
し
た

市
民
と
の
対
話
促
進

市
情
報
の
積
極
的
提
供
に
よ
る

市
民
と
と
も
に
創
る
市
政

市
政
の
透
明
性
を
高
め
る
た
め
の

政
治
倫
理
条
例

�K A S U G A         C I T Y
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投
票
で
き
る
人

　

昭
和
62
年
７
月
30
日
ま
で
に
生

ま
れ
、
平
成
19
年
４
月
11
日
以
前

か
ら
３
カ
月
以
上
引
き
続
き
春
日

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
が
あ

る
人
で
す
。

　

４
月
12
日
以
降
に
春
日
市
に
転

入
の
届
け
出
を
し
た
人
は
、
前
住

所
地
で
投
票
で
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
前
住
所
地
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
内
で
転
居
し
、
７
月

６
日
以
降
に
住
所
変
更
の
届
け
出

を
し
た
場
合
は
、
前
住
所
地
の
投

票
所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

投
票
所
入
場
整
理
券

　

有
権
者
に
は
、
封
書
で
「
投
票

所
入
場
整
理
券
」
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。

　

世
帯
の
有
権
者
全
員
分
を
同
封

し
て
い
ま
す
の
で
、
当
日
の
投
票

や
期
日
前
投
票
の
際
に
は
、
自
分

の
分
を
切
り
離
し
て
投
票
所
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

整
理
券
が
届
か
な
か
っ
た

り
、
紛
失
し
た
り
し
て
も
、
有

権
者
で
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま

す
。
投
票
所
内
の
係
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
印
鑑

は
不
要
で
す
。

は
っ
き
り
書
い
て
投
票

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、「
選

挙
区
選
挙
」
と
「
比
例
代
表
選
挙
」

の
投
票
が
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

選
挙
区
選
挙
は
、「
候
補
者
の

氏
名
」
を
、
比
例
代
表
選
挙
は
「
候

補
者
氏
名
ま
た
は
政
党
名
」
を
投

票
用
紙
に
書
い
て
、
投
票
箱
に
入

問い合わせ先　春日市選挙管理委員会　1（584）1111　5（584）1141

れ
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
で
投

票
で
き
な
い
人
や
、
病
気
や
け

が
、
出
産
な
ど
で
当
日
投
票
所
に

行
け
な
い
人
は
、
投
票
日
前
に

「
期
日
前
投
票
」
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
を
す
る
際
は
、
で

き
る
だ
け
「
投
票
所
入
場
整
理

券
」
と
「
期
日
前
投
票
宣
誓
書
（
整

理
券
に
同
封
）」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
期
間　

7
月
13
日
㈮

〜
28
日
㈯
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
も
可
）

時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8

時

場
所　

市
役
所
４
階
４
０
４
・
４

０
５
会
議
室

不
在
者
投
票

○
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で

　

指
定
の
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
に
、
入
院
・
入
所
し
て
い
る

人
は
、
そ
の
施
設
内
で
投
票
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
施
設
内

の
担
当
者
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

○
出
張
や
旅
行
先
で

　

出
張
や
旅
行
な
ど
で
他
市
町

村
に
滞
在
中
の
人
は
、
最
寄
り

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
で

き
ま
す
。

○
郵
便
な
ど
で

　

歩
行
が
困
難
な
身
体
障
害
者

や
戦
傷
病
者
、
介
護
保
険
の
被

保
険
者
で
、
一
定
要
件
を
満
た

し
た
人
は
、
郵
便
で
投
票
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
投
票

す
る
に
は
「
郵
便
等
投
票
証
明

書
」が
必
要
で
す
。
事
前
に
春

日
市
選
挙
管
理
員
会
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

点
字
投
票
・
代
理
投
票

　

投
票
所
に
は
、
点
字
器
と
点
字

で
書
い
た
候
補
者
氏
名
な
ど
の
表

を
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
体
が

不
自
由
で
自
分
の
投
票
用
紙
に
記

入
で
き
な
い
人
は
、
投
票
所
の
係

員
が
代
筆
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
投
票
所
内
の
係
員
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

投票日
7月29日㈰
期日前投票期間

7月13日㈮～28日㈯

投票所は小学校の体育館
　投票所は、各小学校の体育館です。整
理券が届いたら、自分の投票所を確認し
ておきましょう。
※　春日原小学校では、体育館の建替工
事を行っているため、多目的教室「ゆ
めホール」で投票を行います。

開票●7月29日㈰　午後9時～　市民スポーツセンター2階競技場（大谷6-28）

主
役
は

あ
な
た
の
一
票
で
す

主
役
は

あ
な
た
の
一
票
で
す

第
21
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙



K A S U G A         C I T Y

春日市職員採用試験平　成
19年度

試験区分・受験資格
○一般事務Ａ（大学卒業程度）
昭和56年4月2日～同61年4月1日に生まれた人
○一般事務Ｂ（高校卒業程度）
昭和 60年4月2日～平成 2年4月1日に生まれ
た人（大学の在学期間が２年を超える人を除く）
採用予定人数　

▽一般事務Ａ  6 人　 ▽一般事務Ｂ  1 人
第１次試験日  9月16日㈰
試験会場　福岡経済大学（太宰府市五

ごじょう

条 3‒11‒
25・旧第一経済大学）

受付期間  8月1日㈬～ 10日㈮の平日
※　郵送の場合は、8月10日㈮の消印有効です。
受付時間　午前 8時30分～午後 5時
申込方法  申込書に必要事項を記入し、直接窓口ま
たは郵送で提出する

※　申込書は、市役所5階総務課にあります。また、
郵便での請求や市ホームページからの印刷もでき
ます。
申込・問い合わせ先  総務課人事担当（〒 816‒
8501 春日市役所）
☎（584）1111　5（584）1145
 http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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入院時食事代などの減額認定証

申請受付と交付を開始
　8月1日から、春日市国民健康保険の「限度額適用認定証」と、住民税非課
税世帯の人などが対象の「限度額適用・標準負担額減額認定証（老人医療を
含む）」（有効期限平成19年７月31日）の更新の申請受付と交付を行いま
す。なお、新規の申請は随時受け付けています。
申請に必要なもの

▽国民健康保険被保険者証　 ▽印鑑

▽老人医療証（老人医療対象者のみ）
※　別途、申請や証明書などが必要な場合が
あります。詳しくは問い合わせてください。

問い合わせ先　国保年金課国保担当　1（584）1111　5（584）1141

●●●●●

平和祈念イベント
○平和祈念展　
　県所蔵の太平洋戦の戦時資料・遺品や原爆被
爆写真パネルを展示します。
　春日市は、昭和60年に「非核平和都市宣言」を
行い、核兵器のない平和な世界を訴えてきまし
た。ぜひ、この機会に家族で平和の尊さについ
て考えてみませんか。
期間　7月21日㈯～29日㈰（月曜日は休館）
時間　午前10時～午後4時30分
場所　ふれあい文化センターギャラリー（大谷
6－24）

問い合わせ先　福祉計画課地域福祉担当

1（584）1111　5（584）3090
○筑紫地区8.6平和のつどい
　子どもたちが劇や歌を通じて平和のメッ
セージを贈ります。入場は無料です。
期日　8月5日㈰
時間　午後3時～5時30分（開場 午後2時30分）
場所　太宰府市中央公民館大ホール（太宰府市
観
か ん ぜ お ん じ

世音寺1－3－1）
問い合わせ先　同つどい実行委員会

1（581）1037　5（581）1603

●●●●●

出前トーク「市長と語る」
　井上市長が各地区公民館に出向いて、市民の皆
さんと意見交換します。気軽に参加してください。
期日・場所

▽ 8月6日㈪　春日公民館

▽8月9日㈭　平田台公民館

▽8月21日㈫　春日原南公民館

▽8月22日㈬　日の出町公民館

▽8月23日㈭　サン・ビオ公民館

▽8月28日㈫　桜ヶ丘公民館

▽8月30日㈭　岡本公民館

▽8月31日㈮　須玖北公民館
※　春日公民館開催分の期日を変更しました。
時間　午後7時～8時30分（春日原南とサン・ビオ
地区のみ午後7時30分～9時）

○障害者対象の出前トークを延期
　障害者対象の出前トークを7月29日㈰に予定し
ていましたが、同日が参議院議員通常選挙投票日
のため、延期します。参加を予定していた皆さんに
は、大変ご迷惑をおかけします。なお、日程が決ま
り次第、改めてお知らせします。
問い合わせ先　行政管理課行政管理担当

1（584）1111　5（584）1145

平和の尊さを考えよう 8月の日程

含む）」（有効期限平成19年７月31日）の更新の申請受付と交付を行いま

（584）1141

K A S U G A         C I T Y10



春日市役所
1（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

※　

期
間
中
、数
回
に
分
け
て
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０

参
加
者
募
集

福
岡
県
青
少
年
囲
碁
大
会

県
内
に
居
住
す
る
高
校
生
以
下
で
、

囲
碁
を
始
め
た
い
子
ど
も
が
対
象
で

す
。参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

８
月
19
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

パ
ピ
ヨ
ン
24
ガ
ス
ホ
ー
ル

（
福
岡
市
博
多
区
千ち

よ代
１
ー
17

ー
１
）

内
容

▽
県
知
事
杯
争
奪
戦（
小
学
生
の
部
・
中

学
生
の
部
・
高
校
生
の
部
）

※　

各
部
の
成
績
優
秀
者
は
、県
代
表
と

し
て
、８
月
22
日
㈬
の
中
国
江こ
う
そ
し
ょ
う

蘇
省
と

の
交
流
大
会（
福
岡
市
）に
参
加
で
き

ま
す
。

▽
異
年
齢
交
流
対
戦

▽
ふ
れ
あ
い
囲
碁
教
室

▽
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
多
面
打
ち

▽
安や

す
だ田
泰や
す
と
し敏
プ
ロ
に
よ
る
講
演

定
員　

３
０
０
人︵
申
込
先
着
順
︶

申
込
期
限　

８
月
１
日
㈬

※　

申
込
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
生
活
労
働
部

青
少
年
課

1（
６
４
３
）３
３
８
７

5（
６
４
３
）３
３
８
９

春
日
市
温
水
プ
ー
ル

ナ
イ
ト
ビ
ク
ス
教
室

対
象　

18
歳
以
上
の
人

日
程　

８
月
24
日
〜
10
月
12
日
の
毎
週

金
曜
日（
計
８
回
）

時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル（
大
谷
６
ー
28
）

参
加
費　

２
，０
０
０
円

定
員　

30
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、当
選
者
に
の
み
通
知
）

申
込
方
法　

７
月
29
日
㈰
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、直
接
窓
口

で「
ナ
イ
ト
ビ
ク
ス
教
室
」、郵

便
番
号
、住
所
、氏
名（
ふ
り
が

な
）、年
齢
、性
別
、電
話
番
号
、

温
水
プ
ー
ル
教
室
参
加
経
験
の

有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

1（
９
１
５
）３
５
０
０

5（
５
８
５
）１
６
３
４

第
20
回
春
日
市
あ
ん
ど
ん
祭
り

オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会

日
時　

８
月
19
日
㈰（
雨
天
時
26
日
㈰
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
（
受
付　

午
前
８
時
30
分
〜
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト（
大
谷
６
ー
28
）

弥
生
の
里
児
童
画
大
賞
展

歴
代
上
位
入
賞
作
品
展
示
会

平
成
４
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る「
弥

生
の
里
児
童
画
展
」の
歴
代
入
賞
作
品

（
第
１
回
〜
第
15
回
）を
展
示
し
ま
す
。

期
間　

７
月
21
日
㈯
〜
９
月
２
日
㈰

（
月
曜
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
10
時

展
示
場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ（
大
谷
６
ー

24
）

種
目　

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス（
一
般
Ａ

級
、一
般
Ｂ
級
、シ
ニ
ア
）

※　

一
般
の
Ａ
級
と
Ｂ
級
は
、自
己
申

告
と
し
ま
す
。ま
た
、シ
ニ
ア
は
、男

性
60
歳
以
上
と
女
性
50
歳
以
上
の
ペ

ア
と
し
ま
す
。な
お
、組
み
合
わ
せ
は

当
日
発
表
し
ま
す
。（
参
加
者
数
に

よ
っ
て
種
目
変
更
あ
り
）

参
加
費（
一
人
）

▽
市
テ
ニ
ス
協
会
会
員 

１
，０
０
０
円

▽
一
般　

１
，５
０
０
円

申
込
方
法　

８
月
９
日
㈭
ま
で
に
、往

復
ハ
ガ
キ
に
本
人
と
ペ
ア
の
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、協

会
会
員
は
所
属
ク
ラ
ブ
名
、優

勝
経
験（
優
勝
年
度
）を
書
い
て

送
る

申
込
先　

春
日
市
テ
ニ
ス
協
会
同
大
会

係　

桑く
わ
の野
辰た
つ
み美（
〒
816
ー
０
８

２
３
春
日
原
北
町
４
ー
７
ー

４
０
５
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
大
会
係　

福ふ
く
し
ま嶋

1（
５
８
６
）０
６
４
８（
5
兼
用
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
会
員
募
集

ス
プ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

女
性
の
み
の
ク
ラ
ブ
で
す
。年
齢
は

問
い
ま
せ
ん
。

練
習
日　

毎
週
月
・
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

練
習
場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
大
谷
６
ー
28
）

会
費　

月
額
１
，０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

同
ク
ラ
ブ　

横よ
こ
や
ま山

1（
５
８
１
）５
７
６
４

　

70
歳
以
上
の
春
日
市
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
に
は
、老
人
保
健
の
適

用
を
受
け
る
ま
で
の
間
、「
国
民
健
康

保
険
高
齢
受
給
者
証
」を
交
付
し
ま

す
。

　

高
齢
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る
人

は
、病
院
で
診
療
を
受
け
た
と
き
の

自
己
負
担
割
合
が
１
割（
本
人
と
、同

一
世
帯
の
70
歳
以
上
の
人
ま
た
は
老

人
保
健
対
象
の
人
に
、住
民
税
課
税

所
得
１
４
５
万
円
以
上
の
所
得
が
あ

る
場
合
は
３
割
）に
な
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
使
え
る
高
齢
受
給

者
証
を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

現
在
持
っ
て
い
る
高
齢
受
給
者
証

は
、７
月
31
日
ま
で
し
か
使
え
ま
せ

ん
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

国
保
年
金
課
国
保

担
当

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
１

高
齢
受
給
者
証
を
郵
送

　市のホストコンピューター更新
作業に伴う動作確認のため、8月
18日㈯～19日㈰は西出張所（い
きいきプラザ内）を閉庁します。
問い合わせ先
▷西出張所
　☎（501）1133 5（501）0051
▷市民課
　☎（584）1111 5（584）1141

（
５
８
４
）１
１
４
１

K A S U G A         C I T Y11



K A S U G A         C I T Y12

会
員
募
集 

神
道
夢
想
流
杖し

ょ
う
ど
う道

　

福
岡
発
祥
の
武
道
で
す
。年
齢
・
性

別
・
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。初
心
者
も
歓

迎
し
ま
す
。

日
時　

毎
週
火
曜
日

　
　
　

午
後
6
時
〜
8
時

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
剣
道

場（
大
谷
６
ー
28
）

会
費　

月
額
２
，０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

春
日
杖
道
会　

森も
り

1（
5
8
1
）8
2
4
0（
5
兼
用
）

い
き
い
き
会
員
に
な
る
た
め
の 

運
動
教
室

い
き
い
き
ル
ー
ム
は
、健
康
運
動
指

導
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
、初
心
者

や
高
齢
者
も
無
理
な
く
自
分
に
合
っ
た

運
動
が
で
き
る
施
設
で
す
。同
ル
ー
ム

の
会
員
に
な
る
に
は
、こ
の
教
室（
計
４

回
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

20
歳
以
上
の
人

初
回
期
日

○
65
歳
未
満
の
人
の
た
め
の
教
室

▽
8
月
10
日
㈮
▽
８
月
11
日
㈯

○
65
歳
以
上
の
人
の
た
め
の
教
室　

▽
8
月
8
日
㈬

※　

２
回
目
以
降
の
日
程
は
申
し
込
み

時
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

▽
講
話
▽
体
力
・
健
康
度
測
定

▽
運
動
ア
ド
バ
イ
ス
▽
ス
ト
レ

ッ
チ
・
筋
力
向
上
体
操
▽
運
動

機
器
を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど

参
加
費　

１
，０
０
０
円

定
員　

各
10
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
、電
話
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
ル
ー
ム

1（
５
０
１
）１
１
６
２（
5
兼
用
）

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所 

Ｏオ
ー

１
５
７
に
注
意

O
１
５
７（
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感

染
症
）な
ど
の
感
染
は
、８
月
〜
９
月
ご

ろ
に
、ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

O
１
５
７
菌
な
ど
は
、食
中
毒
と
同

様
、熱
に
弱
く
、加
熱
に
よ
っ
て
死
滅
し

ま
す
。通
常
の
食
中
毒
対
策
で
十
分
に

予
防
で
き
ま
す
の
で
、日
ご
ろ
か
ら
感

染
予
防
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

対
策

▽
食
品
の
保
存
・
運
搬
・
調
理
の
際
は
、

手
や
調
理
器
具
を
十
分
に
洗
う
。

▽
調
理
し
た
食
品
は
速
や
か
に
食
べ
、

低
温
で
保
存
す
る
。

▽
生
肉
が
触
れ
た
ま
な
板
や
食
器
、は

し
な
ど
は
熱
湯
で
消
毒
す
る
。

▽
井
戸
水
や
受
水
槽
の
衛
生
管
理
に
注

意
す
る
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
所
健
康
対
策

課
感
染
症
係

1（
５
１
３
）５
５
８
４

5（
５
１
３
）５
５
９
８

初
心
者
大
歓
迎 

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
Ｙ
Ｔ

　

汗
を
流
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ

ん
か
。無
料
体
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

会
費　

月
額
２
，０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

岡お
か
も
と本

1
０
９
０（
８
４
０
６
）６
２
１
６

5（
5
7
4
）7
7
0
3

　夏のスタミナ野菜「ゴーヤ」は、ビタ
ミンCやミネラル分が豊富。今回は、ビ
タミンAが豊富な「うなぎ」と一緒に食
べられる料理を紹介します。
※　ゴーヤは、緑が鮮やかで、こぶがぴ

んと張った固めのものが新鮮です。
材料（6人分）
ゴーヤ･･････････2本
うなぎのかば焼き･･････････1尾
大葉･･････････8枚
スライスチーズ･･････････6枚

赤ピーマン･･････････1個
強力粉･･････････少々
溶き卵･･････････1個分
パン粉･･････････適量
揚げ油･･････････適量
作り方
①　ゴーヤは横半分に切って、縦に切

り込みを入れる。スプーンなどで種
とワタをしっかりと取り出す。

②　ゴーヤを切り込みから開いて、内
側に強力粉を振る。

③　大葉にも強力粉を振り、ゴーヤの
上に敷く。その上にチーズをのせる。

④　③の上にうなぎ（縦1/4に切る）と
赤ピーマン（細切り）をのせ、ゴーヤ
を元の状態に閉じる。

⑤　ゴーヤ全体に強力粉をまぶして、
溶き卵にくぐらせ、パン粉を付ける。

⑥　きつね色になるまで、中温の油で
揚げる。

⑦　食べやすい厚さの輪切りにする。
（春日市食生活改善推進会）

旬の野菜で
健康レシピ

ゴーヤとうなぎのスタミナ料理

旬の野菜で
健康レシピ



福
岡
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員 

養
成
研
修
会

障
害
者
の
適
性
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ

競
技
種
目
や
身
体
運
動
の
実
施
方
法
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
関
連
性
な

ど
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

対
象　

18
歳
以
上
の
人（
４
月
１
日
現

在
）で
、次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
人

▽
地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
に
従
事
し
て
い
る
、ま
た

は
興
味
が
あ
る

▽
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
に
貢

献
す
る
意
欲
が
あ
る

日
程　

８
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
・
25
日 

㈯
・
26
日
㈰（
計
４
回
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

福
岡
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

（
原
町
３
ー
１
ー
７
ク
ロ
ー
バ

ー
プ
ラ
ザ
内
）

参
加
費　

３
，５
０
０
円（
資
料
代
・
傷

害
保
険
料
な
ど
）

定
員　

40
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

７
月
27
日
㈮
ま
で
に
、申

込
用
紙
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
す
る

※　

申
込
用
紙
は
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

1（
５
８
２
）５
２
２
３

5（
５
８
２
）５
２
２
８

市
教
育
委
員
会 

就
学
前
教
育
相
談

平
成
20
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
児
童
の
身
体
面
・
知
的
面
・
情
緒
面
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
日
程　

８
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

相
談
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
4
時

相
談
場
所　

市
役
所
学
校
教
育
課

※　

事
前
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課

学
校
教
育
担
当

1（
5
8
4
）1
1
1
1

5（
5
8
4
）1
1
5
3

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー 

各
種
講
座

○
ワ
ン
コ
イ
ン
知
恵
袋
教
室

　
　

す
べ
て
１
回
完
結
の
講
座
で
す
。

講
座
・
日
時

▽「
博
多
こ
と
ば
あ
そ
び
」と「
古
代

語
」

８
月
４
日
㈯　

午
後
１
時
〜
３
時

▽
大
人
の
ぬ
り
絵

８
月
25
日
㈯　

午
後
１
時
〜
３
時

参
加
費　

１
回
５
０
０
円

※　

講
座
に
よ
っ
て
、別
途
材
料
費

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

各
講
座
の
４
日
前（
必

着
）

※　

い
ず
れ
も
先
着
順
で
、申
し
込

み
が
３
人
未
満
の
場
合
は
中
止
し

ま
す
。

○
子
ど
も
レ
ク
ス
ク
ー
ル「
ぶ
ど
う
の

庭
編
」

あ
ん
ど
ん
作
り
を
通
し
て
、親
子

の
ふ
れ
あ
い
と
仲
間
づ
く
り
を
し
ま

せ
ん
か
。完
成
し
た
あ
ん
ど
ん
は
、あ

ん
ど
ん
祭
り
ま
で
市
役
所
ロ
ビ
ー
に

展
示
し
ま
す（
希
望
者
の
み
）。

日
時　

７
月
26
日
㈭
・
28
日
㈯（
計
２

日
）　

午
後
１
時
〜
３
時

参
加
費　

１
組
６
０
０
円

※　

木
枠
の
あ
ん
ど
ん
フ
レ
ー
ム
希

望
者
は
、別
途
１
，０
０
０
円
程
度

必
要
で
す（
当
日
申
出
可
）。

募
集
組
数　

20
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限　

７
月
22
日
㈰（
必
着
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
、ハ
ガ
キ
で
住
所
、氏 

名
、電
話
番
号
、希
望
講
座
名
を

伝
え
る（
複
数
申
込
可
）

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
〒
816
ー

０
８
６
４
須
玖
北
５
ー
１
５ 

５
）

1（
５
８
９
）３
３
８
８

5（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会 

商
業
簿
記
３
級
講
座

　

初
め
て
簿
記
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
、

仕
訳
・
記
帳
か
ら
決
算
ま
で
の
内
容
を

分
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

　

ま
た
、検
定
試
験
の
ポ
イ
ン
ト
を
教

え
ま
す
。

日
時　

８
月
20
日
㈪
〜
11
月
15
日
㈭
の

原
則
毎
週
月
・
木
曜
日（
計
28 

回
）

　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所　

大
野
城
市
商
工
会
館
３
階
ホ
ー

ル（
大
野
城
市
瓦か

わ
ら
だ田
２
ー
６
ー

12
）

受
講
料　

１
万
７
，０
０
０
円（
テ
キ
ス

ト
・
資
料
代
込
み
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

７
月
17
日
㈫
〜
８
月
６
日

㈪
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え

る

※　

受
講
料
納
入
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に

つ
い
て
は
、返
金
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
訓
練
会

1（
５
８
１
）３
５
５
７

5（
５
８
１
）３
５
５
８

福
岡
県
福
岡
労
働
福
祉
事
務
所 

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
福
岡

　

よ
り
責
任
あ
る
職
務
を
遂
行
で
き
る

女
性
労
働
者
の
育
成
の
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

働
く
女
性（
原
則
２
日
間
出
席

で
き
る
人
）

日
時　

８
月
22
日
㈬
・
29
日
㈬（
計
２
回
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

福
岡
西
総
合
庁
舎
２
階
大
会
議

室（
福
岡
市
中
央
区
赤あ

か
さ
か坂
１
ー

８
ー
８
）

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

８
月
15
日
㈬
ま
で
に
、申

込
用
紙
を
提
出
す
る
か
、直
接

電
話
で
申
し
込
む（
フ
ァ
ッ
ク

ス
可
）

※　

申
込
用
紙
は
市
福
祉
計
画
課
に
も

あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
所

1（
７
３
５
）６
１
５
０

5（
７
１
２
）０
４
９
７

K A S U G A         C I T Y13
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家
庭
で
の
介
護
に
つ
い
て 

家
庭
介
護
介
助
者
養
成
講
座

㈶
福
岡
県
市
町
村
振
興
協
会
は
、家

庭
で
介
護
を
し
て
い
る
人
や
、そ
の
方

法
な
ど
を
学
び
た
い
人
を
対
象
に
、す

ぐ
に
役
立
つ
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け

る
た
め
の
講
座
を
開
き
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
程　

９
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰（
計
２
日
）

場
所　

宇
美
町
立
中
央
公
民
館（
糟
屋

郡
宇
美
町
平へ

い
わ和
１
ー
１
ー
１
）

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
10

分

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

麻
生
教
育
サ

ー
ビ
ス
㈱

1（
４
３
２
）６
２
６
６

5（
４
８
２
）０
４
５
３

パ
ソ
コ
ン
同
好
会 

パ
ソ
コ
ン
操
作
体
験
講
座

　

お
お
む
ね
55
歳
以
上
で
パ
ソ
コ
ン
操

作
が
初
め
て
の
人
が
対
象
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

７
月
23
日
㈪
・
31
日
㈫（
い
ず
れ

か
１
日
）

　
　
　

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
西
棟
４
階

Ｏ
Ａ
ル
ー
ム（
原
町
３
ー
１
ー

７
）

定
員　

各
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

７
月
21
日
㈯
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

恒つ
ね
ざ
き崎

1（
６
９
１
）７
３
４
９（
5
兼
用
）

団
塊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

定
年
か
ら
の
子
育
て

　

ニ
ー
ト
や
ひ
き
こ
も
り
の
子
を
抱
え

た
親
や
、青
少
年
自
立
支
援
の
社
会
貢

献
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
団
塊
世
代

の
人
が
対
象
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

７
月
27
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
７
研

修
室（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

演
題　
「
ニ
ー
ト
の
わ
が
子
と
向
き
合

う
た
め
に
〜
定
年
か
ら
の
子
育

て
」

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

N
P
O
法
人

地
球
家
族
エ
コ
ロ
ジ
ー
協
会

7
０
１
２
０（
８
７
０
）９
９
６

5（
５
９
５
）３
９
１
９

春
日
那
珂
川
水
道
企
業
団 

職
員（
公
務
員
）採
用
試
験

試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
数

①
一
般
事
務（
身
体
障
害
者
）　

1
人

②
一
般
技
術（
電
気
）　

1
人

受
験
資
格　

い
ず
れ
も
昭
和
53
年
４
月

２
日
〜
平
成
２
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
人

※　

①
は
、身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
で
、介
護
者
な
し
で
通
勤
・

職
務
が
遂
行
で
き
、活
字
印
刷
文
で

の
出
題
と
口
頭
で
の
面
接
に
対
応
で

き
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

第
一
次
試
験
日　

９
月
16
日
㈰

第
一
次
試
験
会
場

①
太
宰
府
市
い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

（
太
宰
府
市
五ご

じ
ょ
う条
３
ー
１
ー
１
）

②
福
岡
経
済
大
学（
太
宰
府
市
五ご

じ
ょ
う条

３
ー
11
ー
25
）

申
込
方
法　

７
月
23
日
㈪
〜
８
月
10
日

㈮（
必
着
）に
、申
込
書
を
提
出

す
る（
郵
送
可
）

※　

試
験
案
内
と
申
込
書
は
、同
企
業

団
総
務
課
ま
た
は
那
珂
川
出
張
所

（
那
珂
川
町
役
場
内
）に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、案
内
・
申
込
書
は
郵
送
で
請

求
す
る
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印

刷
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
企
業
団
総

務
課

1（
５
７
１
）７
０
０
１

5（
5
7
4
）4
9
6
0

http://w
w

w
.kasuga-nakagaw

a-

　

suido.or.jp

小
説
募
集 

第
39
回
九
州
芸
術
祭
文
学
賞

　

優
れ
た
作
品
、埋
も
れ
た
人
材
を
発

掘
・
育
成
し
、九
州
・
沖
縄
全
域
の
文
学

活
動
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
賞
で
す
。

対
象　

九
州（
沖
縄
を
含
む
）に
居
住
す

る
人

規
格　

未
発
表
の
作
品
で
、４
０
０
字

詰
め
原
稿
用
紙
55
〜
60
枚（
ワ

ー
プ
ロ
の
場
合
は
１
枚
20
字
詰

め
20
行
、ペ
ー
ジ
数
を
入
れ
る
）

作
品
選
考

▽
地
区
選
考　

九
州
各
県
と
北
九
州
市
、福
岡
市
の 

10
地
区
に
分
け
、地
区
優
秀
作
・
次
席

各
１
編
を
選
ぶ

▽
最
終
選
考

10
地
区
優
秀
作
か
ら
最
優
秀
作
１
編

を
選
ぶ

※　

選
考
委
員
は
五い

つ
き木
寛ひ
ろ
ゆ
き之
さ
ん（
作

家
）ら
で
す
。

賞
金

▽
最
優
秀
作　

文
ぶ
ん
げ
い
し
ゅ
ん
じ
ゅ
う

藝
春
秋
発
行「
文ぶ
ん
げ
い學

界か
い

」掲
載
、賞
金
30
万
円

▽
地
区
優
秀
作　

賞
金
５
万
円

▽
次
席　

賞
金
２
万
円

応
募
期
限　

８
月
31
日
㈮（
必
着
）

応
募
先　

県
生
活
文
化
課
九
州
芸
術

祭
文
学
賞
作
品
係（
〒
812
ー
８ 

５
７
７
福
岡
市
博
多
区
東ひ

が
し

公こ
う

園え
ん

７
ー
７
）

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

㈶
九
州
文
化
協
会
事

務
局

1（
７
７
１
）０
１
８
８（
5
兼
用
）

Ｙよ

さ

こ

い

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
カ
ー
ニ
バ
ル 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

11
月
23
日
開
催
の「
第
6
回
か
す
が

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
カ
ー
ニ
バ
ル
！
」の

企
画
・
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。今
年
も
、「
誰
も
が
見
て
、参
加
し

て
、楽
し
め
る
お
祭
り
」を
テ
ー
マ
に
、

市
民
の
力
で
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

募
集
人
員　

10
人
程
度

申
込
方
法　

7
月
17
日
㈫
〜
31
日
㈫ 

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、携
帯
番

号（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）を
伝

え
る

※　

会
議
は
、8
月
中
旬
か
ら
週
1
回

程
度
、平
日
の
夜
に
行
う
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
カ
ー
ニ
バ
ル
実
行

委
員
会
事
務
局　

陸む
つ
か
ど門

1（
５
９
６
）６
５
０
０（
5
兼
用
）



県
内
で
28
件
の
水
難
事
故
が
発
生
し
、

毎
年
悲
惨
な
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。

　

事
故
は
油
断
や
不
注
意
か
ら
起
こ
り

ま
す
。大
切
な
人
を
水
の
事
故
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

注
意
点

▽
遊
泳
中
は
、子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ

な
い
。

▽
子
ど
も
だ
け
で
水
辺
で
遊
ば
せ
な

い
。そ
れ
を
、見
か
け
た
と
き
は
注
意

す
る
。

▽
体
調
の
悪
い
と
き
や
飲
酒
し
た
と
き

は
、泳
が
な
い
。

▽
天
候
が
悪
い
と
き
は
泳
が
な
い
。

▽
自
分
の
力
を
過
信
し
な
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
野
警
察
署

1（
９
２
９
）０
１
１
０

狩
猟
に
は
免
許
が
必
要
で
す 

平
成
19
年
度
狩
猟
免
許
試
験

　

県
は
、平
成
19
年
度
狩
猟
免
許（
網
、

わ
な
猟
、第
１
種
銃
猟
、第
２
種
銃
猟
）

試
験
を
行
い
ま
す
。

試
験
日　

８
月
17
日
㈮

試
験
会
場　

福
岡
西
総
合
庁
舎（
福
岡

市
中
央
区
赤あ

か
さ
か坂
１
ー
８
ー
８
）

申
込
期
限　

８
月
７
日
㈫　

※　

受
験
資
格
や
試
験
内
容
、申
込
方

法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
農
林
事
務
所
総

務
課

1（
７
３
５
）６
１
２
１

5（
7
1
2
）3
4
8
5

水に関わる影響
○降水パターンの変化

　温暖化の影響で降水パターンが大きく変わ 
り、熱帯地域では台風やハリケーンなどの「熱
帯低気圧」が猛威を振るい、洪水や高潮など 
の被害が多くなることが予測されています。 
すでに、世界各地で台風やハリケーンが次々 
と発生し、多数の死者や家屋倒壊の被害が出
ています。

○水の需給バランス
　地球温暖化によって干ばつが進行したり、 
洪水が増加したりするなど、水の需給バラン 
スが崩れてしまいます。今後ますます水資源
の格差が世界的に拡大する恐れがあります。

○食料生産への影響
　水不足は、人間が必要とする水だけでなく、 
農業や家畜にも大きな影響を及ぼします。
　例えば、バングラデシュでは、水不足になる
と小麦の生産量が６割減になると予想されて
います。食料の約６割を輸入に頼っている日
本も他人事ではありません。
　

　地球温暖化を食い止めることができるのは私
たち人間です。一人一人できることから始めま
しょう。

できることから始めよう！ 会
員
募
集 

春
日
ゴ
ス
ペ
ル
愛
好
会 

シ
ェ
ル
ブ
レ
イ
ク
ス

　

年
齢
・
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。見
学
や

体
験
も
歓
迎
し
ま
す
。

日
時　

毎
週
土
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

春
日
原
小
学
校
ゆ
め
ホ
ー
ル

　
　
　
（
春
日
原
南
町
４
ー
37
ー
1
）

会
費　

月
額
３
，０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

魚う
お
や屋

1
０
９
０（
３
３
２
２
）８
５
４
０

1（
５
８
１
）５
０
７
４（
5
兼
用
）

厚
生
労
働
省 

慰
霊
巡
拝（
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
）

　

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
の
戦
没
者
の

配
偶
者（
再
婚
し
た
人
を
除
く
）、父
母
、

子
、兄
弟
姉
妹
を
対
象
に
、慰
霊
巡
拝
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　

11
月
3
日
㈯
〜
10
日
㈯（
計
8

日
）

定
員　

35
人（
申
込
多
数
の
場
合
選
考
）

申
込
期
限　

７
月
23
日
㈪
ま
で

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
計
画
課

1（
5
8
4
）1
1
1
1

5（
5
8
4
）3
0
9
0

日
本
遺
族
会 

戦
没
者
遺
児
慰
霊
友
好
親
善
事
業

　

戦
没
者
遺
児
が
対
象
の
、マ
リ
ア
ナ

諸
島
で
の
慰
霊
追
悼
と
現
地
の
人
と
の

友
好
親
善
を
深
め
る
親
善
事
業
で
す
。

期
間　

9
月
20
日
㈭
〜
26
日
㈬（
計
７

日
）

参
加
費　

10
万
円（
別
途
、東
京
都
ま
で

の
旅
費
が
必
要
）

定
員　

40
人（
申
込
多
数
の
場
合
選
考
）

※　

政
府
主
催
の「
戦
跡
慰
霊
巡
拝
」や

「
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」に
参
加
し
た

こ
と
が
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

申
込
期
限　

８
月
５
日
㈰
ま
で

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
遺
族

連
合
会

1（
７
６
１
）０
０
１
２

5（
７
８
１
）２
０
５
６

親
子
で
楽
し
む 

朝
ご
は
ん
コ
ン
ク
ー
ル

　

親
子
で
手
軽
に
作
れ
て
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
、ご
飯
を
使
っ
た
朝
ご
は
ん

を
募
集
し
ま
す
。最
優
秀
作
品
と
、各
部

門
の
優
秀
作
品
を
表
彰
し
ま
す
。ま
た
、

表
彰
受
賞
者
と
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選

で
、福
岡
県
産
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
を
贈

呈
し
ま
す
。

対
象　

県
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
下
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

部
門　

▽
未
就
学
児
童
・
小
学
校
３
年

生
以
下
の
部
▽
小
学
校
４
年
生

以
上
・
中
学
生
の
部
▽
高
校
生

以
上
の
部

募
集
期
間　

７
月
23
日
㈪
〜
９
月
12
日

㈬

※　

応
募
用
紙
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
印
刷
も
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
農
業
振
興
課

1（
６
４
３
）３
４
７
２

5（
６
４
３
）３
４
７
７

http://w
w

w
.pref.fukuoka.lg.jp

筑
紫
野
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

水
難
事
故
に
注
意

　

夏
は
水
遊
び
の
季
節
で
す
。昨
年
も
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栄
養
状
態
も
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、他
人
と
会
話
を
す
る
機
会
が

な
く
な
る
た
め
、口
を
動
か
す
こ
と

も
少
な
く
な
り
、食
べ
た
り
飲
み
込

ん
だ
り
す
る
力
も
衰
え
て
し
ま
い
ま

す
。

　

日
常
で
の
刺
激
が
少
な
く
な
る
と
、

生
き
が
い
を
見
失
っ
た
り
、喪
失
感

が
強
く
な
っ
た
り
し
て
、う
つ
・
認
知

症
発
症
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
閉
じ
こ
も
り
状
態
に
あ

る
人
の
1
割
以
上
が
、
１
年
後
に「
要

介
護
状
態
に
な
る
」あ
る
い
は「
死
亡

し
て
い
る
」と
い
う
デ
ー
タ
が
出
て

い
ま
す
。

外
出
の
回
数
を
増
や
そ
う

　

外
出
の
機
会
の
誘
い
を
し
て
も
拒

否
を
す
る
高
齢
者
が
多
く
い
ま
す
。

し
か
し
、何
の
行
動
も
起
こ
さ
な
け

れ
ば
、閉
じ
こ
も
り
に
ま
す
ま
す
拍

車
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　

暑
い
時
期
は
、涼
し
い
時
間
帯
を

選
び
、近
所
の
散
歩
や
買
い
物
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、公
民
館
や
い
き
い
き
プ

閉
じ
こ
も
り
と
は

　
「
閉
じ
こ
も
り
」と
は
、寝
た
き
り
な

ど
で
は
な
い
の
に「
一
日
の
ほ
と
ん
ど

を
自
宅
か
ら
出
な
い
で
過
ご
す
状
態
」

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
週
に
１
回
も
外

出
し
な
い
人
は
、今
す
ぐ
に
毎
日
の
生

活
を
見
直
し
、閉
じ
こ
も
り
の
改
善
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

閉
じ
こ
も
り
に
よ
る
影
響

　

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
生
活
を
続
け
て

い
く
と
、活
動
量
が
減
少
し
、下
肢
筋
力

な
ど
の
運
動
機
能
の
低
下
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
そ
し
て
、食
欲
も
沸
か
ず
、買

い
物
や
調
理
も
面
倒
に
な
り
が
ち
で
、

ラ
ザ
な
ど
、高
齢
者
が
参
加
し
や
す

い
事
業
や
サ
ー
ク
ル
を
一
度
の
ぞ
い

て
み
て
く
だ
さ
い
。
楽
し
く
お
喋
り

を
し
た
り
、愚
痴
や
不
安
を
言
い
合

っ
た
り
す
る
だ
け
で
も
、友
人
と
の

交
流
が
楽
し
く
な
り
、気
持
ち
も
楽

に
な
り
ま
す
。

規
則
正
し
い
生
活
を
し
ま
し
よ
う

　

何
も
か
も
人
任
せ
に
す
る
の
で
は

な
く
、家
事
や
庭
の
手
入
れ
な
ど
、で

き
る
こ
と
は
、自
分
で
行
い
ま
し
ょ

う
。
毎
日
の
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

体
と
心
の
状
態
に
気
付
こ
う

　
「
体
が
だ
る
い
」「
気
力
が
わ
か
な

い
」「
気
分
の
落
ち
込
み
が
ひ
ど
い
」

な
ど
は
、う
つ
状
態
に
あ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
放
置
せ
ず
、早
め
に
主

治
医
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

無
料
で
貸
し
出
し
ま
す 

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　

市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、視

聴
覚
教
材（
ビ
デ
オ
・
16
ミ
リ
な
ど
）を

無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。　

 

サ
ー
ク
ル
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
活
動
に

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
対
象　

▽
教
育
機
関
▽
官
公
署
▽

社
会
教
育
関
係
団
体
▽
教
育
的

活
動
に
使
用
し
た
い
人

貸
出
場
所　

社
会
教
育
課（
大
谷
6
ー 

24
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

貸
出
期
間　

貸
出
日
か
ら
7
日
以
内

視
聴
覚
教
材　

▽
ビ
デ
オ
▽
16
ミ
リ
フ

ィ
ル
ム
▽
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
▽
パ
ソ
コ
ン
対
応
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
▽
16
ミ
リ
映
写
機
▽

ス
ラ
イ
ド
映
写
機
▽
ス
ク
リ
ー

ン
▽
Ｏ
Ｈ
Ｐ
▽
暗
幕

予
約
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

「
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
貸
出

希
望
」、住
所
、氏
名
、電
話
番 

号
、貸
出
希
望
日
を
伝
え
る

※　

事
前
に
、貸
し
出
し
が
可
能
か
ど

う
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０

※　

県
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
も
、 

視
覚
教
材
の
無
料
貸
し
出
し（
送
料 

も
無
料
）を
行
っ
て
い
ま
す
。詳
し
く

は
直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

▽
福
岡
県
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

1（
９
４
７
）３
５
１
４

三
菱
電
機
㈱
か
ら
の 

重
要
な
お
知
ら
せ

　

同
社
が
販
売
し
た「
電
気
式
浴
室
換

気
乾
燥
暖
房
機
」の
一
部
に
、電
源
電
線

接
続
部
の
不
適
切
な
工
事
に
よ
り
、使

用
時
に
接
続
部
が
発
熱
・
発
火
し
、火
災

が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
、経
済
産
業

省
か
ら
点
検
の
要
請
が
出
て
い
ま
す
。

　

対
象
製
品
を
使
用
し
て
い
る
人
は
、

使
用
を
中
止
し
、至
急
同
社
に
連
絡
す

る
か
、施
工
業
者
に
点
検
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
製
品
・
形
式　

○
壁
掛
タ
イ
プ　

▽
V
ー
１
３
０
B
K
ー
R
N

▽
V
ー
1
３
０
B
K
２
ー
R
N

▽
V
ー
１
３
０
B
K
２
ー
R
N
ー
１

○
天
井
設
置
タ
イ
プ

▽
V
ー
１
０
６
B
Z
２

▽
V
ー
１
０
６
B
Z
３

問
い
合
わ
せ
先　

同
社

7
０
１
２
０（
２
０
１
）３
８
５（
平
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

5
０
１
２
０（
2
0
3
）1
3
9
3

介
護
予
防
に
取
り
組
も
う
〜
閉
じ
こ
も
り
予
防
〜



　5月下旬に行った「まかせて・どっちも会員」になるための
講習会には、18人の参加がありました。
　講習会では、外部から講師を招いて、ファミサポの事業内
容の説明や、子育てや活動する上で参考になる講義を行い
ました。（全６日間）
　その中のひとつ、「普通救命講習」では、AED（自動体外式
除細動器）を用いた心肺蘇生法の基礎を学びました。
　受講生からは、「実際に携帯電話から『119』に通報するな
ど、本格的な体験が出来てよかった」「目の前でAEDの操作
を見たり、実際にやってみて、実感がわいた。とっさの時、操
作できるように、家に帰って復習します」などの感想があり
ました。講習を受けることで、AEDをより身近に感じたよう
です。
　次回は、10月に講習会を予定しています。あなたも受講
してみませんか。

　すくすくプラザの「たんぽぽルーム」は就学前の子どもと
その保護者の自由な遊び場です。
　夏の暑い時期は、日中の外遊びにはとても気を使います。
そんなときは、たんぽぽルームに遊びに来ませんか。
　たんぽぽルームでは、毎月１回「春日市こども文庫読書
サークル連絡会」のボランティアの皆さんによる、絵本の相
談会を行っています。
　「子どもにどんな本を読んであげたらいいのかな」「赤
ちゃんでも楽しめる絵本を知りたい」、そんな相談にのって
くれます。お勧めの絵本の
読み聞かせも行っていま
すので、ぜひ遊びに来てく
ださい。
●絵本相談会日時
　毎月第3木曜日
　午前11時〜11時30分申込・問い合わせ先

ファミリー・サポート・センターかすが 
（すくすくプラザ内）

☎（584）7700　5（584）7739
開設：月〜金曜日　午前8時30分〜午後5時　

ペットボトルで「ゆらゆらタコさん」

用意するもの　 ▽ペットボトル ▽ビニール袋 ▽ビニールテープ
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表紙の写真

白水大池公園の様子。遊歩道を彩る紫陽花（あじ
さい）が、散歩やジョギングをしている人々の目を
楽しませていました。

まちのニュース
T O W N  N E W S

市
報
か
す
が

7
月
15
日
号  

第
８
５
7
号

発
行
／
春
日
市
役
所

〒
8
1
6ｰ

8
5
0
1 

福
岡
県
春
日
市
原
町
3
丁
目
1
番
地
5

☎
0
9
2（
5
8
4
）1
1
1
1

編
集
／
春
日
市
役
所
情
報
政
策
課
情
報
公
開
広
報
担
当

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス  http://w

w
w

.city.kasuga.fukuo
ka.jp

印
刷
／
井
上
紙
工
印
刷
株
式
会
社

古紙配合率 100% 再生紙を使用しています

　6月11日と12日、15日の3回にわたって、須玖小学校6

年生の児童85人が、各クラスごとに福岡徳洲会病院通所

リハビリセンターを訪れ、高齢者と交流会を行いました。

　高齢者とのふれあいを深めようと、総合学習の一環とし

て行われた今回の交流会。施設を訪れた子どもたちは、初

めて見る光景と高齢者との対面に少し緊張したためか、始

めのうちは硬い表情でした。しかし、自己紹介を終え、ビン

ゴゲームが始まるころにはお互いに打ち解け、笑顔で溢れ

ていました。

　最後は、子どもたちが全員で童謡｢ふるさと｣の合唱をプ

レゼント。高齢者の皆さんは、たくさんの拍手とともに、｢ま

た来てね｣と一言。お互いに楽しい時間を過ごし、あっとい

う間の1時間だったようです。

　　　　　　　　　　　　 （広報レポーター　福
ふくやま

山正
ま さ み

美）

市の人口 6/15 現在

◎総人口

◎世帯数

109,509人

男 53,554人女 55,955人

43,585世帯

高齢者と楽しく交流

須玖小学校6年生

  6月5日、春日南小学校の放課後児童クラブ舎｢さくらクラ

ブ｣で、親子で新聞紙を使って遊ぶイベントが行われました。

　これは育児サークル｢子育てコミュニティーさくらんぼ｣

が、未就園児とその保護者を対象に行ったもの。当日集まっ

た9人の子どもたちとその保護者は、新聞紙をビリビリと

破ったり、丸めて投げ合ったりして楽しく遊んでいました。

また、新聞紙を折り、懐かしい｢カブト｣や｢紙鉄砲｣を作った 

り、バットとボールを作って野球遊びをしたりもしました。身

近にある新聞紙が工夫ひとつで親子のきずなを深めるため

の材料になったようです。

　新聞紙遊び以外にも、子どもたちが好きな絵本の読み聞

かせや、保護者同士のティーパーティーも行われました。子

どもたちだけでなく、保護者たちにとっても、楽しい時間に

なったようです。　　　　　　（広報レポーター　室
む ろ い

井美
み か

香）

「新聞紙で遊ぼう」

子育てコミュニティーさくらんぼ

踏
ふみぐるま

車

　水路より高い水田に水を揚げるとき

に使われていた「踏車」。羽根の先端

部を踏んで水車を回転させ、水を送り

ます。80㎝ほどの段差に、水を汲み上

げることができますが、約100㎡の水

田に水を送るには１時間ほど踏み続

けなければならなかったようです。

　踏車は、江戸時代の中ごろ〜昭和

40年ごろまで使われていました。　

（奴国の丘歴史資料館） 直径　約2m


